
こ
の
対
策
の
概
要
は
、
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
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四
五
一
組
織

一
一
、
七
五
一
㌶

で
共
同
活
動
を
実
施

八
月
三
十
一
日
ま
で
に
協
議
会
に
対

し
て
採
択
申
請
の
あ
っ
た
活
動
組
織
は
、

四
五
一
組
織(

六
六
二
集
落)

、
一
一
，

七
五
一
㌶
に
達
し
た
。

共同活動取組状況

こ
の
面
積
は
、
府
内
の
農
振
農
用
地

面
積
の
四
八
㌫
に
相
当
し
、
非
常
に
多

く
の
組
織
で
こ
の
対
策
に
取
り
組
む
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

営
農
活
動
は

二
四
組
織一

六
八
㌶

ま
た
営
農
活
動
に
対
す
る
採
択
申
請

は
、
二
四
組
織
、
一
六
八
㌶
と
な
り
ま

し
た
。
先
進
的
営
農
活
動
支
援
を
受
け

る
た
め
に
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認

定
が
必
要
で
あ
り
、
今
年
度
は
、
現
在

ま
で
に
約
二
〇
〇
名
が
新
た
に
認
定
（
申

請
）
さ
れ
、
府
内
の
認
定
者
は
五
〇
〇

名
を
超
え
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

作
物
別
で
は
、
水
稲
一
三
五
㌶
、
ミ

ズ
ナ
九
㌶
、
ミ
ブ
ナ
九
㌶
、
黒
大
豆
七

㌶
、
九
条
ネ
ギ
二
㌶
、
施
設
ト
マ
ト
二

㌶
、
小
豆
一
㌶
、
そ
の
他(

ナ
ス
、
施
設

キ
ュ
ウ
リ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
コ
カ
ブ
、
コ

マ
ツ
ナ
、
ハ
ク
サ
イ
な
ど)

三
㌶
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
研
修

各
地
域
で
開
催
中

各
地
域
で
活

動
組
織
リ
ー
ダ

ー
を
対
象
に
し

た
研
修
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。→

南
丹
市
で
の
研
修
会

営農活動取組状況

農地・水 Ｑ＆Ａ 水路や農道の掃除や草刈りに農業者以外
の人も参加しなければならないのですか？
農地の真ん中にある水路や農道の手入れなどは、農業者が中心になると

思われますが、集落(居住地)の近くを流れる水路の清掃や集落の環境を保
全する活動には多くの方が参加できるのではないでしょうか。
この対策では、地域の中で活動の内容により役割分担(作業分担)をしな

がら、多くの活動に多くの方が参加することを目指しています。
すべての活動にすべての構成団体が参加する必要はありませんので、参

加できる人ができることをすることにより、地域全体の活性化につながる
取組を進めてみませんか。
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　地　域 市町

村数

取組市

町村数
地区

数

集落

数

 面　積

   (ha)

京都・山城 16 　10 　30 　81 　1,211

南　　　丹 　3 　3 191 236 　4,138

中　　　丹 　3 　3 105 202 　3,067

丹　　　後 　4 　3 125 143 　3,335

合　　　計 26 　19 451 662  11,751

　地　域 市町

村数

取組市

町村数
地区

数

 面　積

   (ha)

京都・山城 16 　2 　2 　2

南　　　丹 　3 　3 13 　92

中　　　丹 　3 　1 1 8

丹　　　後 　4 　2 8 66

合　　　計 26 　8 24 168



臨
時
総
会
を
開
催

協
議
会
で
は
、
八
月
二
十
日
に
平
成

一
九
年
度
第
一
回
臨
時
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
の
総
会
は
、
○
○
副
会

長(

現
Ｊ
Ａ
中
央
会
専
務
理
事)

の
退
任

に
伴
う
も
の
で
、
後
任
に
は
○
○
○
Ｊ

Ａ
中
央
会
常
務
理
事
を
選
出
し
ま
し
た
。

八
月
二
十
日
現
在
の
役
員
は
次
の
方

々
で
す
。

協
議
会
役
員

会

長

○
○

○
○

(

京
都
府
農
林
水
産
部
長)

副
会
長

○

○
○

(

京
都
府
農
業
協
同
組
合
中
央
会
常
務
理
事)

副
会
長

○
○

○
○
○

(

京
都
府
農
業
会
議
事
務
局
長)

副
会
長

○
○

○
○

(

京
都
府
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
常
務
理
事)

監

事

○
○

○
○

(

福
知
山
市
農
林
部
長)

○
○

○
○(

京
田
辺
市
経
済
環
境
部
長)

ま
た
、
運
営
調
整
委
員
会
委
員
と
事

務
局
員
の
構
成
は
次
の
と
お
り
。

運
営
調
整
委
員
会

委
員
長

○
○

○
○

(

京
都
府
耕
地
課
長)

委

員

○
○

○
○(

京
都
府
農
産
流
通
課
長)

委

員

○
○

○
○

(

京
都
府
農
業
協
同
組
合
中
央
会
地
域
振
興
対
策
部
長)

委

員

○
○

○
○

(

京
都
府
農
業
会
議
事
務
局
次
長)

委

員

○
○

○
○

(

京
都
府
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
事
務
局
長)

事
務
局
会
議

事
務
局
長

○
○

○
○

(

京
都
府
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
事
務
局
長)

事
務
局
次
長

○
○

○

(

京
都
府
耕
地
課
参
事)

事
務
局
員

○
○

○
○

(
京
都
市
農
業
振
興
整
備
課
課
長
補
佐)

事
務
局
員

○
○

○
○
○

(

京
田
辺
市
農
政
課
長)

事
務
局
員

○
○

○
○

(

南
丹
市
農
政
課
課
長
補
佐)

事
務
局
員

○
○
○

○
○

(

綾
部
市
農
林
課
長)

事
務
局
員

○
○

○
○

(

京
丹
後
市
農
村
調
整
課
長)

事
務
局
員

○
○

○
○

(

京
都
府
農
業
協
同
組
合
中
央
会
営
農
担
い
手
対
策
課
長)

事
務
局
員

○
○

○
○

(

京
都
府
農
業
会
議
構
造
改
善
課
主
任)

事
務
局
員

○
○

○

(

京
都
府
農
産
流
通
課
環
境
保
全
係
長)

事
務
局
員

○
○

○
○

(

京
都
府
農
村
振
興
課
担
当
係
長)

事
務
局
員

○
○

○
○

(

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
農
林
整
備
室
副
室
長)

事
務
局
員

○
○

○
○

(

京
都
府
南
丹
広
域
振
興
局
農
林
整
備
室
副
室
長)

事
務
局
員

○
○

○

(

京
都
府
中
丹
広
域
振
興
局
農
林
整
備
室
副
室
長)

事
務
局
員

○
○

○
○

(

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
農
林
整
備
室
副
室
長)

京都府農地・水・環境保全

向上対策協議会の構成

総 会 (29会員)

(役員６名)

運営調整委員会

(委員５名)

事 務 局 会 議 (局員15名)

協議会刊行物 協議会では下記のパンフレット等を印刷しました。ご入り用の方は、市町
村、京都府広域振興局、京都府耕地課、協議会事務局までご連絡願います。

◆早わかり 地域ぐるみで農と環境を守ろう！(平成19年2月)

◆活動組織の事務手続マニュアル(共同活動支援交付金)(平成19年4月)

◆活動組織の事務手続マニュアル＜part.2＞(共同活動支援交付金)(平成19年4月)

◆活動組織の事務手続マニュアル(別冊)(営農活動支援交付金)(平成19年4月)

◆活動組織の事務手続マニュアル(別冊２)(営農活動支援交付金)(平成19年4月)

◆写真の撮影方法等マニュアル(共同活動支援交付金)(平成19年4月)

◆履行確認マニュアル(共同活動支援交付金)(平成19年4月) －市町村担当者向け－

京都府農地・水・環境保全向上対策協議会

協議会だより 第５号 2007年(平成19年)9月7日


